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稲刈り作業真っただ中
　中泊町では９月中旬から稲刈り作業がはじまり、10月中旬頃まで行われる。約半年か
けて行われる水稲農業は、秋の稲刈り作業で全て終了となる。
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一
六
五
〇
万
円

既
設
公
営
住
宅
修
繕
料

二
五
〇
万
円

□
災
害
復
旧
費

河
川
単
独
災
害
復
旧
工
事
費

五
三
〇
万
円

■ 

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
第
二
号

　

予
算
総
額
を
九
八
五
万
七
千

円
追
加
す
る
も
の
。
補
正
し
た

主
な
歳
出
は
、
前
年
度
保
険
給

付
金
の
確
定
に
伴
う
国
庫
支
出

金
等
過
年
度
分
返
還
金
及
び
包

括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
支
援
事
業
費
の
追
加
。

■ 

一
般
会
計
補
正
予
算
第
四

号
　

平
成
二
十
六
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
第
四
号
に
つ
い
て
は

起
立
採
決
が
行
わ
れ
、
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
た
。
ま
た
補
正

額
に
関
し
て
は
、
予
算
総
額
を

二
億
四
六
六
六
万
二
千
円
追
加

す
る
も
の
。

　

主
な
補
正
額（
歳
出
）は
次
の

と
お
り
。

□
総
務
費

新
庁
舎
建
設
用
地
排
水
路
整
備

工
事
費

一
五
六
九
万
円

財
政
調
整
基
金
積
立
金

一
億
五
七
七
二
万
円

□
民
生
費

自
立
支
援
更
生
医
療
費

八
〇
九
万
円

□
衛
生
費

定
期
法
定
予
防
接
種
業
務
委
託

料

二
七
一
万
円

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
業

務
委
託
料

一
四
九
万
円

□
農
林
水
産
業
費

農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
交
付

金

一
〇
四
一
万
円

□
土
木
費

道
路
新
設
改
良
等
工
事
費

■ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
静

和
園
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
第
一
号

　

予
算
総
額
を
四
一
〇
万
二
千

円
追
加
す
る
も
の
。
補
正
し
た

主
な
歳
出
は
、
嘱
託
医
師
報
酬

を
嘱
託
医
師
派
遣
委
託
料
へ
と

振
り
か
え
、
ま
た
社
会
保
険
料
、

賃
金
、
静
和
園
運
営
調
整
基
金

積
立
金
の
追
加
及
び
工
事
請
負

費
の
減
額
。

■ 

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
第
二
号

　

資
本
的
支
出
予
算
総
額
を
三

二
四
〇
万
円
追
加
す
る
も
の
。

主
な
支
出
予
定
は
、
小
泊
浄
水

場
監
視
装
置
更
新
工
事
費
の
追

加
。

第３回

定例会

９月２日～ 　
　　　　11日

補
正
予
算

　
平
成
二
十
六
年
第
三
回
定
例
会
が
、
九
月
二
日

か
ら
十
一
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
五
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
塚
本
悦
子
議

員
、
川
山
光
則
議
員
、
荒
関
富
雄
議
員
の
三
名
が
、

町
側
の
答
弁
を
求
め
ま
し
た
。

　
九
日
、
十
日
に
は
、
決
算
特
別
委
員
会（
委
員

長
荒
関
富
雄
、
副
委
員
長
米
塚
愼
一
）が
行
わ
れ
、

平
成
二
十
五
年
度
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
決
算

に
対
す
る
質
疑
が
行
わ
れ
、
全
会
一
致
で
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
十
一
日
に
は
、
質
疑
、
討
論
、
採
決

が
行
わ
れ
、
条
例
改
正
や
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
議
案
十
九
件
、
報
告
一
件
を
、
可
決
、
承
認
、

同
意
し
ま
し
た
。

八
月
六
日
水
害
発
生 

応
急
・
復
旧
の
た
め
、
補
正
予
算

平
成
二
十
五
年
度
決
算
連
結
決
算
で
黒
字
に
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■ 

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
に
対
応
し
て
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
法
の
施
行
に
伴
い
特

定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
者
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
た
め
、

条
例
を
制
定
す
る
。

■ 

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

　

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
将
来
的
な
事
業
実
施
に

備
え
て
国
の
基
準
に
基
づ
き
条

例
を
制
定
す
る
。

■ 

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
制
定

　

国
が
新
た
に
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
た
た
め

制
定
す
る
。
な
お
、
支
援
の
単

位
、
設
備
の
基
準
に
つ
い
て
は

経
過
措
置
を
設
け
る
。

■ 

行
政
財
産
使
用
料
徴
収
条

例
の
一
部
改
正

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
。

■ 
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域

防
災
力
の
充
実
強
化
に
関
す
る

法
律
が
公
布
・
施
行
さ
れ
て
お

り
、
消
防
庁
よ
り
消
防
団
員
の

確
保
や
報
酬
、
手
当
の
改
善
、

装
備
の
充
実
な
ど
に
つ
い
て
積

極
的
に
取
り
組
む
よ
う
要
請
が

あ
っ
た
た
め
、
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
。

■ 

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦

　

現
委
員
菊
池
俊
一
氏
の
任
期

が
平
成
二
十
六
年
十
二
月
三
十

一
日
を
も
っ
て
満
了
と
な
る
た

め
、
後
任
の
委
員
に
山
本
弘
氏

を
推
薦
す
る
も
の

■ 

一
般
会
計
補
正
予
算
第
三

号
　

八
月
六
日
に
発
生
し
た
大
雨

被
害
へ
の
応
急
対
策
経
費
と
し

て
災
害
応
急
対
策
業
務
委
託
料

四
七
五
万
円
を
追
加
。

■ 
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

の
変
更
に
つ
い
て

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措

置
法
に
基
づ
き
、
交
通
通
信
体

系
の
整
備
、
情
報
化
及
び
地
域

間
交
流
の
促
進
の
事
業
に
新
た

な
事
業
と
し
て
町
道
3
9
1
号

線
橋
梁
長
寿
命
化
整
備
事
業
を

平
成
二
十
六
・
二
十
七
年
度
合

わ
せ
て
九
四
〇
〇
万
円
を
追
加
。

　このたびの８月５日から６日にかけて続いた大雨により、被害にあわれました町民の皆様
に、心よりお見舞い申しあげます。
　議会において大雨による被害個所の現地視察を行いました。宮野沢川を中心に宮野沢地区、
宮野沢堤防決壊部分（宮川）、鳥谷川周辺、尾別地区の被害状況を確認させていただきました。

条
例
関
係

そ 

の 

他

専
決
処
分

中里中学校・米マイロード交差点 宮野沢土砂崩れ状況

人
事
案
件

被害個所現地視察 ８月６日㈬
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九
月
九
日
か
ら
十
日
の
二
日

間
、
全
議
員
を
も
っ
て
構
成
す

る
決
算
特
別
委
員
会（
委
員
長

荒
関
富
雄
、
副
委
員
長
米
塚
愼

一
）が
開
か
れ
た
。

　

平
成
二
十
五
年
度
一
般
会
計

の
決
算
状
況
は
、
歳
入
七
六
億

二
四
一
九
万
七
二
四
〇
円
、
歳

出
七
五
億
二
六
〇
一
万
五
四
七

五
円
で
、
翌
年
度
に
繰
越
す
べ

き
財
源
二
二
二
万
二
千
円
を
除

く
実
質
収
支
は
、
九
五
九
五
万

九
七
六
五
円
の
黒
字
決
算
で
あ

っ
た
。
特
別
会
計
で
は
、
国
民

健
康
保
険
の
診
療
施
設
勘
定
が

赤
字
決
算
と
な
っ
た
が
赤
字
額

は
前
年
度
に
比
べ
約
一
億
円
減

少
し
て
い
る
。（
表
１
）

　

健
全
化
判
断
比
率
の
四
指
標

は
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来

負
担
比
率
共
に
前
年
度
よ
り
改

善
す
る
数
値
と
な
っ
た
。（
表

２
）

　
九
月
十
六
日
、
全
農
青
森
県
本
部
が
平
成
二
十
六

年
産
米
概
算
金
に
つ
い
て
「
つ
が
る
ロ
マ
ン
」
七
千

六
百
円
、「
ま
っ
し
ぐ
ら
」
七
千
三
百
円
と
す
る
こ

と
に
決
め
た
と
の
新
聞
報
道
を
受
け
、
九
月
十
八
日

㈭
、
町
と
議
会
が
合
同
で
自
民
党
青
森
県
支
部
連
合

会
へ
要
請
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
要
望
事
項
は
、『
平

成
二
十
六
年
産
米
の
価
格
保
証
に
つ
い
て
』
で
す
。

科　　目
決　　算　　額

歳入歳出差引額 平成24年度
差引額歳　入 歳　出

一 般 会 計 7,624,197,240 7,526,015,475 98,181,765 160,220,378

国民健康保険（事業勘定） 2,213,712,988 2,194,392,644 19,320,344 9,795,622

国民健康保険（施設勘定） 242,148,544 335,695,485 △ 93,546,941 △ 198,657,478

介 護 保 険 事 業 1,502,444,786 1,493,746,974 8,697,812 18,200

農 業 集 落 排 水 事 業 40,662,658 40,314,835 347,823 411,960

漁 業 集 落 排 水 事 業 20,755,411 20,404,353 351,058 360,583

特別養護老人ホーム静和園事業 328,468,328 323,812,740 4,655,588 5,101,414

後 期 高 齢 者 医 療 242,280,913 241,822,232 458,681 242,216

水道事業（収益的収支） 334,593,496 290,097,442 44,496,054 41,024,613

計 12,549,264,364 12,466,302,180 82,962,184 18,517,508

（単位：円）

健全化判断比率 平成24年度 平成25年度 早期健全化基準

実 質 赤 字 比 率 － － 15％

連結実質赤字比率 － － 20％

実質公債費比率 14.3％ 13.8％ 25％

将 来 負 担 比 率 130.9％ 106.7％ 350％

〈表１〉平成25年度決算額一覧表
他
会
計
黒
字
決
算
、全
会
一
致
で
認
定

赤
字
額
減
少 

小
泊
診
療
所 

後
一
歩

〈表２〉健全化判断比率

荒関富雄委員長

自民党青森県支部連合会への要請活動

決
算
特
別

　
　

委
員
会

自
民
党
青
森
県
支
部
連
合
会
へ

要
請
活
動
を
実
施
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A■飯塚
総
務
課
長

　

こ
の
交
付
金
は
追
加
公
共

事
業
の
実
施
に
伴
う
地
方
負

担
分
の
軽
減
を
図
る
た
め
に

交
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

充
当
対
象
と
な
る
事
業
は
地

方
が
平
成
二
十
五
年
十
二
月

六
日
以
降
に
二
十
五
年
度
予

算
に
計
上
し
た
も
の
及
び
平

成
二
十
六
年
度
当
初
予
算
に

計
上
し
実
施
す
る
も
の
で
建

設
公
債
対
象
と
な
る
事
業
、

建
設
地
方
債
対
象
事
業
な
ど

が
該
当
と
な
る
。
上
、
下
水

道
、
土
地
改
良
事
業
な
ど
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
係
る
事
業
が

主
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

各
事
業
課
に
照
会
し
て
い

る
が
、
該
当
事
業
が
な
か
っ

た
。
当
町
で
は
昨
年
度
国
の

求
め
に
応
じ
給
与
カ
ッ
ト
を

実
施
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と

が
認
め
ら
れ
、
市
町
村
へ
の

交
付
率
が
最
大
四
十
％
に
対

し
当
町
は
三
十
九
・
九
％
と

な
っ
て
い
る
。
実
施
す
る
事

業
が
あ
れ
ば
満
額
に
近
い
交

付
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
に
な

る
が
、
当
町
に
配
分
が
な
か

っ
た
の
は
自
主
事
業
が
な
か

っ
た
た
め
で
あ
る
。

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

町
の
計
画
も
改
正
さ
れ
て
い

な
い
が
、
今
後
県
の
計
画
と

の
整
合
性
を
と
り
な
が
ら
変

更
を
行
う
予
定
。

　

住
民
へ
の
伝
達
方
法
に
つ

い
て
は
、
避
難
勧
告
や
避
難

指
示
を
町
が
発
表
す
る
場
合

は
、
防
災
行
政
無
線
や
携
帯

電
話
を
利
用
し
た
エ
リ
ア
メ

ー
ル
、
広
報
車
に
よ
る
巡
回
、

戸
別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
全

て
の
住
民
に
伝
達
で
き
る
よ

う
体
制
を
整
備
し
て
い
く
。

ま
た
、
気
象
庁
か
ら
特
別
警

報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
に
は
、

『
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
』
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
と
町
の
防
災

行
政
無
線
が
連
動
し
て
お
り
、

職
員
の
操
作
を
一
切
介
さ
ず

に
防
災
行
政
無
線
か
ら
緊
急

情
報
を
瞬
時
に
住
民
へ
伝
達

す
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い

る
。

　

防
災
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は

岩
木
川
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
平
成
十
八
年
に
、
土

砂
災
害
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は

平
成
二
十
三
年
度
に
配
布
し

て
い
る
。
津
波
に
つ
い
て
は
、

下
前
、
小
泊
地
区
で
避
難
計

画
を
策
定
し
、
今
年
マ
ッ
プ

を
配
布
で
き
る
状
況
と
な
っ

て
い
た
が
、
今
回
の
国
の
津

波
被
害
の
想
定
の
発
表
に
よ

り
、
予
想
し
て
い
た
以
上
の

高
さ
の
波
が
出
た
た
め
、
今

後
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
て

お
り
、
来
年
以
降
配
布
す
る

か
と
思
わ
れ
る
。

　

意
識
啓
発
等
の
関
係
に
つ

い
て
も
マ
ッ
プ
を
配
布
す
る

と
同
時
に
自
主
防
災
組
織
な

ど
の
検
討
も
し
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

Q
　

今
般
、
が
ん
ば
る
地
域
交

付
金
の
配
分
が
決
ま
っ
た
。

最
多
配
分
は
つ
が
る
市
の
四

億
四
千
万
円
。
同
規
模
自
治

体
の
鶴
田
町
は
約
三
千
八
百

万
円
、
板
柳
町
は
約
八
百
三

十
万
円
と
な
り
、
中
泊
町
は

ゼ
ロ
円
で
あ
っ
た
。
交
付
対

象
事
業
の
実
施
計
画
が
な
く
、

提
出
・
申
請
し
な
か
っ
た
の

か
。
ま
た
、
申
請
し
て
も
該

当
が
無
か
っ
た
の
か
、
そ
の

経
緯
は
。

Q
　

気
象
庁
は
、
昨
年
八
月
三

十
日
に
特
別
警
報
の
運
用
を

開
始
し
た
。
一
連
の
災
害
を

踏
ま
え
、
避
難
指
示
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
対
策
を
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
、
住
民
に
伝
達
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
。
早
目

の
避
難
喚
起
が
必
要
と
思
う

が
、
当
局
の
考
え
は
。

A■飯塚
総
務
課
長

　

特
別
警
報
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
県
の
防
災
計
画
が
改
正 塚本悦子議員

「Jアラート」全国瞬時警報システム

特 別 警 報 に つ い て
『がんばる地域交付金』について
・
・

一
般
質
問
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女
性
団
員
の
加
入
に
つ
い

て
は
以
前
幹
部
会
で
話
し
合

わ
れ
、
各
分
団
へ
の
加
入
促

進
に
努
め
て
ま
い
っ
た
と
伺

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
消
防

団
イ
コ
ー
ル
男
性
と
の
イ
メ

ー
ジ
か
ら
、
現
在
も
女
性
団

員
の
加
入
は
な
い
と
の
こ
と
。

　

消
防
団
長
か
ら
要
請
等
が

あ
っ
た
場
合
は
、
消
防
団
、

消
防
署
、
防
火
ク
ラ
ブ
と
協

力
し
合
い
、
各
種
広
報
を
活

用
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
加

入
促
進
を
積
極
的
に
展
開
し

て
い
き
た
い
。

す
る
時
間
が
な
い
こ
と
と
、

談
合
が
あ
る
と
の
情
報
だ
け

で
信
憑
性
を
確
認
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
予
定
ど
お
り
入

札
を
行
い
、
四
社
が
落
札
。

午
後
十
二
時
五
分
こ
ろ
、
再

度
報
道
機
関
か
ら
事
前
に
情

報
が
寄
せ
ら
れ
た
業
者
と
実

際
落
札
し
た
業
者
が
一
致
し

て
い
る
と
の
電
話
。

　

以
降
の
町
の
対
応
で
す
が
、

報
道
機
関
に
寄
せ
ら
れ
た
事

前
情
報
と
落
札
業
者
が
一
致

し
て
い
た
こ
と
か
ら
調
査
の

必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、
談

合
情
報
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

沿
っ
て
公
正
入
札
調
査
委
員

会
を
午
後
三
時
か
ら
開
催
。

九
社
に
対
し
て
個
別
に
事
情

聴
取
及
び
積
算
内
訳
書
の
再

チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
た
が
、
談

合
の
確
た
る
証
拠
は
得
ら
れ

な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら

調
査
委
員
会
で
は
談
合
は
な

い
と
判
断
し
、
指
名
し
た
九

社
に
誓
約
書
を
提
出
さ
せ
、

調
査
の
報
告
を
町
長
へ
し
た
。

七
月
二
十
九
日
に
落
札
し
た

業
者
四
社
と
契
約
。
公
正
取

引
委
員
会
東
北
事
務
所
に
も

報
告
書
な
ど
関
係
書
類
を
提

出
し
た
。

Q
　

当
町
で
は
大
分
前
か
ら
防

火
ク
ラ
ブ
は
組
織
さ
れ
て
い

る
が
、
全
国
的
に
も
団
員
が

少
な
く
な
っ
て
お
り
、
大
変

だ
と
言
わ
れ
て
い
る
時
代
。

団
の
ほ
う
と
協
力
し
な
が
ら

募
集
を
か
け
て
女
性
消
防
団

を
組
織
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
。

A■ 小野
町
長

　

消
防
団
員
に
つ
き
ま
し
て

は
、
団
員
の
高
齢
化
に
伴
い

退
団
者
が
増
加
す
る
一
方
で
、

若
年
層
の
人
口
の
減
少
な
ど

か
ら
入
団
者
を
確
保
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
お
り
、

全
体
的
に
は
減
少
傾
向
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
女
性

消
防
団
員
は
年
々
増
加
し
て

き
て
お
り
、
消
防
団
組
織
の

活
性
化
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
方
策
と
し
て
女
性
消

防
団
員
を
採
用
し
よ
う
と
い

う
動
き
も
広
ま
っ
て
き
て
い

る
。

Q
　

町
営
住
宅
の
入
札
で
談
合

情
報
が
新
聞
に
書
か
れ
た
。

詳
し
く
知
っ
て
お
く
必
要
が

あ
る
た
め
、
会
議
等
を
開
い

て
結
果
を
詳
し
く
知
ら
せ
て

い
た
だ
き
た
か
っ
た
が
、
そ

の
後
の
報
告
を
求
め
る
。

A■秋元
副
町
長

　

七
月
二
十
三
日
午
前
九
時

四
十
五
分
こ
ろ
、
報
道
機
関

か
ら
新
団
地
建
設
事
業
住
宅

建
設
工
事
で
談
合
の
情
報
が

あ
る
と
の
電
話
。
十
時
か
ら

入
札
開
始
予
定
の
為
、
調
査 川山光則議員

防火クラブの行進

入 札 に つ い て
女 性 消 防 団 を 組 織 し て は
・
・
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HPアドレス http://www.town.
nakadomari.lg.jp/index.cfm

パルナス・小

泊支所・すく

すくしたまえ

館のロビーに

もテレビ中継

されています。ぜひご利用く

ださい。

一般質問はインター

ネット・ライブ中継が

ご覧になれます。

されています。ぜひご利用くされています。ぜひご利用く

か
さ
上
げ
、
将
来
的
に
は
上

流
へ
の
砂
防
ダ
ム
の
建
設
等

の
要
望
を
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ポ

ン
プ
ア
ッ
プ
な
ど
周
辺
の
排

水
整
備
対
策
も
検
討
し
て
い

く
。
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
防

災
機
能
を
全
て
二
階
に
集
約

し
、
基
礎
の
高
さ
等
に
つ
い

て
も
宮
野
沢
川
堤
防
の
高
さ

に
す
る
な
ど
検
討
す
る
と
と

も
に
、
庁
舎
の
進
入
道
路
に

つ
い
て
も
災
害
を
想
定
し
て

非
常
時
用
の
道
路
の
新
設
や

現
況
道
路
の
か
さ
上
げ
等
を

検
討
し
て
い
く
。

　

な
お
、
非
常
時
に
お
い
て

も
連
絡
体
制
に
支
障
の
な
い

よ
う
に
、
衛
星
電
話
や
移
動

系
の
防
災
無
線
を
活
用
し
た

通
信
体
制
に
つ
い
て
も
再
検

討
し
て
い
く
。

　

現
在
地
に
つ
い
て
は
、
心

配
さ
れ
る
ご
意
見
が
あ
る
こ

と
も
十
分
承
知
し
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
よ
う
な
対
策
を

講
じ
な
が
ら
総
合
的
に
考
え

て
現
在
地
に
建
設
し
た
い
と

判
断
し
て
い
る
。

舎
建
設
に
係
る
基
本
的
事
項
、

基
本
構
想
を
検
討
い
た
だ
き
、

今
年
の
一
月
に
新
庁
舎
建
設

基
本
構
想
案
の
答
申
を
受
け

た
。

　

そ
の
構
想
の
中
で
建
設
予

定
地
は
パ
ル
ナ
ス
と
同
じ
敷

地
の
東
側
を
計
画
し
て
お
り
、

町
民
の
皆
様
に
も
昨
年
十
二

月
に
開
催
し
た
地
域
懇
談
会

で
予
定
地
と
し
て
説
明
し
た

時
点
で
は
お
お
む
ね
理
解
を

得
ら
れ
た
も
の
と
思
っ
て
い

た
。

　

と
こ
ろ
が
、
八
月
五
日
の

晩
か
ら
六
日
の
朝
に
か
け
て

の
あ
の
大
雨
の
災
害
で
周
辺

の
道
路
が
冠
水
し
、
一
時
は

通
行
不
能
と
な
る
箇
所
も
あ

っ
た
こ
と
か
ら
の
ご
質
問
で

あ
り
ま
す
が
、
面
積
的
な
問

題
や
用
地
の
取
得
に
係
る
財

源
、
利
便
性
の
観
点
か
ら
現

予
定
地
が
選
定
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
今
回
の
被
害
状
況
、

そ
し
て
昨
今
の
気
象
状
況
を

考
え
れ
ば
、
ご
心
配
は
も
っ

と
も
で
あ
り
ま
す
が
、
今
回

の
水
害
を
踏
ま
え
、
そ
の
対

策
と
し
て
県
や
関
係
機
関
に

宮
野
沢
川
の
改
修
や
堤
防
の

Q
　

最
近
と
み
に
自
然
災
害
の

発
生
す
る
確
率
、
ゲ
リ
ラ
豪

雨
、
集
中
的
な
災
害
が
多
い
。

現
在
予
定
し
て
い
る
場
所
が

本
当
に
防
災
拠
点
と
し
て
の

新
庁
舎
建
設
の
場
所
と
し
て

適
し
て
い
る
の
か
、
い
ま
一

度
考
え
直
す
べ
き
で
は
な
い

か
、
当
局
の
考
え
は
。

A■小野
町
長

　

昨
年
の
四
月
に
新
庁
舎
建

設
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

建
設
の
規
模
、
建
設
地
、
事

業
費
及
び
財
源
な
ど
の
新
庁 荒関富雄議員

新庁舎建設予定地

新 庁 舎 建 設 に つ い て・

中泊町議会ガイド　第 38 号

[ 7 ]



一度、町議会へ足を運んで、自分の目でご覧下さい

傍聴席は、あなたの席です！！
中泊町議会 平成26年 第４回定例会は、11月下旬です。

会議は公開されており、どなたでも議会の傍聴ができます。

平成2６年第３回定例会の傍聴者は、４名でした。

皆さんの傍聴をお待ちしております。

10
日　

県
下
町
村
議
会
議
員
研
修
会

25
日　

西
北
津
軽
郡
町
議
会
議
長
会
第
一
回
協
議
会

28
日　

国
道
３
３
９
号
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
通
常
総
会

30
日　

屏
風
山
内
真
部
線
完
成
促
進
期
成
同
盟
会
通
常
総
会

10
日　

な
か
ど
ま
り
ま
つ
り（
中
里
地
域
）

11
日　

な
か
ど
ま
り
ま
つ
り（
中
里
地
域
）

14
日　

な
か
ど
ま
り
ま
つ
り（
小
泊
地
域
）

15
日　

中
泊
町
成
人
式

25
日　

北
五
地
区
農
業
委
員
大
会

27
日　

議
会
運
営
委
員
会

２
日　

第
三
回
定
例
会
開
会
日

４
日　

中
泊
町
戦
没
者
追
悼
式

５
日　

定
例
会
一
般
質
問

９
日　

決
算
特
別
委
員
会

10
日　

決
算
特
別
委
員
会

11
日　

単
行
案
審
議
・
採
決
・
閉
会

15
日　

中
泊
町
敬
老
会

〈案　件〉

　◦ 平成26年第３回中泊町議会定例会会期日程
について

　◦ 提出議案について
　◦ 新規に受理した陳情等の取り扱いについて
　◦ その他

９　月 ７　月８　月

議会運営委員会
（兵庫桂蔵 委員長） ８月27日㈬

議会運営委員会の様子
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